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金武火力発電所２号機 営業運転開始について 

 
 
 
当社は、沖縄県の旺盛な電力需要に対応するため、平成９年より金武町において金武

火力発電所（石炭専焼）の建設を進めておりましたが、昨年２月の１号機営業運転開始

に引き続き、２号機につきましても、本日、営業運転を開始しましたのでお知らせいた

します。 

 
 
 

（添付資料） 
・ 金武火力発電所２号機の営業運転開始に際して 
・ 工事概要 
・ 設備概要 
・ 建設地点 
・ 金武火力発電所に関する主な経緯 
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金武火力発電所２号機の営業運転開始に際して 

 

 
沖 縄 電 力 株 式 会 社 
代表取締役社長  仲井真 弘多 

 
 
 
 おかげさまをもちまして、金武火力発電所２号機は、着工以来工事も順調に進み、本

日、営業運転に入ることができました。 

 これもひとえに、地元の皆さまをはじめ、国、県、関係各方面の皆さまの温かいご理

解とご支援、さらにはこれまで建設工事等に携わられた多くの方々のご尽力によるもの

と心から感謝申し上げる次第であります。 

 金武火力発電所はベース電源として開発され、２号機の営業運転開始により沖縄県に

おける電気の安定供給はもちろんのこと、地域の振興・発展を支える大きな役割を果た

していくものと考えております。 

 当社といたしましては、地元の皆さまからのご理解・ご支援にお応えするためにも、

より一層愛され信頼される発電所となるよう、最大限の努力をして参ります。 

 
 
 



 

工事概要

　施設は陸上部と埋立部を含む海上部に分けて設置しており、運用面、環境面、安全面お

よび施工面を総合的に判断し配置している。

①　主要設備のうち陸上部の約２７万ｍ２内にはボイラ建屋、タービン発電機建屋、主変

　圧器等の主要設備を中心に、電気集じん装置、排煙脱硫装置の各装置を配置している。

　燃料系統設備については燃料の受入から払出方向に向かって、又、風煙道系統について

　は排ガスの流れに沿って機能的に配置している。尚、総合排水処理装置、純水装置およ

　び石膏設備等の周辺設備については主要設備近くに配置している。

②　海面埋立部の内、灰捨場を除く約１３万ｍ２には屋内貯炭場、軽油タンクおよびアン

　モニア設備の危険物関係等の設備を配置している。

　　また、アンモニア受入設備としてのユーティリティーバースは８５０トン級タンカー

　を接岸できる規模で発電所本館建屋南西側に配置している。

③　石炭受入設備の６０，０００トン級揚炭バースは発電所南側の沖合約１５０ｍの位置

　（水深約１４ｍ）に配置し、揚炭バースと貯炭場とを空気浮上式ベルトコンベヤで連絡

　している。

④　発電所冷却用水としての海水取水設備は、取水口、取水管路、取水槽で構成されてお

　り、取水方式は深層取水方式を採用した。取水槽には海水中の塵埃等を除去するための

　ロータリースクリーン及び循環水ポンプ等を設置し、取水した冷却水は復水器へ送水さ

　れる。

　　尚、取水口は発電所南西側海域の水深約８ｍの海底に設置される。復水器に流入する

　冷却水は水深約４．５～６．５ｍの間から平均流速約０．２ｍ／ｓで取水する。

⑤　放水設備は放水管路、放水槽、放水口で構成されており、放水口は発電所南東側海域

　の水深約６．５ｍの海域に設置される。

　　復水器から流出する冷却水は、水深約３．２～４．８ｍの間へ平均流速約２．５ｍ／ｓ

　で水中放水され、取水と放水の温度差については、７℃以内で計画している。



 

設備概要

項　　目 内　　　　　　容

発電所の名称 金武火力発電所

発電所所在地 沖縄県国頭郡金武町字金武３３３３番地

発電所の出力 ２２０，０００ｋＷ×２基

年間発電電力量 約１３．５億ｋＷｈ×２基　（年間利用率：７０％）

　　　　　陸域造成　　約２７万ｍ２

敷 地 面 積 約５６万ｍ２

　　　　　海面埋立　　約２９万ｍ２（灰捨場含む）

発 電 用 水 沖縄県工業用水、日平均取水量 約２，１９０ｍ３／日

ボ　イ　ラ 種類 ： 放射再熱形 蒸発量 ： ６６０ｔ／ｈ

タ ー ビ ン 種類 ： くし形再熱再生復水形 出　力 ： 220,000kW

発　電　機 種類 ： 横置円筒回転界磁形 容　量 ： 259,000kVA

主 変 圧 機 種類 ： 導油風冷式 容　量 ： 240,000kVA

脱硫装置 種類 ： 湿式 石灰─石膏法（全量脱硫）

脱硝装置 種類 ： 乾式 アンモニア接触還元法（全量脱硝）

集塵装置 種類 ： 電気式

煙　　突 鉄筋コンクリート製、２筒身集合型　１７０ｍ

連続式揚炭機（約７００ｔ／ｈ×２基）

ベルトコンベヤ方式

石　　　炭 屋内貯炭場（１棟×約１５万ｔ）

軽　　　油 鋼板円筒型（６５０ｋｌ×２基）

アンモニア 横置円筒型（１４０ｔ×４基）

揚炭バース 桟橋式（６０，０００DWT級）

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰﾊﾞｰｽ 岸壁式（８５０DWT級）

取水方式 ： 深層取水方式　　　放水方式 ： 水中放水方式

冷却水量 ： １１．０ｍ３／ｓ（１基当たりの冷却水量）

種類 ： 総合排水処理装置

容量 ： 約１，１００ｍ３／日

発電所本館 鉄骨造　縦 約６０ｍ×横 約２９ｍ×高さ 約５３ｍ

タービン建屋 鉄骨造　縦 約３０ｍ×横 約１２０ｍ×高さ 約２６ｍ

貯　 炭 　場 鉄骨造　縦 約１０８ｍ×横 約２３５ｍ×高さ 約４２ｍ×１棟

石炭　約４６万ｔ／基
軽油　約１．６万ｋｌ／基

（合計　約９２万ｔ）
（合計　約３．２万ｋｌ）
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建設地点

　建設地の金武町は沖縄本島のほぼ中央に位置し、南東は太平洋に面してゆるやかな

台地をなした風光明媚な町である。
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平成　９年 　７月 工事用仮設道路着工

〃 　９月 １号機工事計画届出（電気事業法第４８条）

〃 １２月 開発行為許可（県土保全条例６条）
　（敷地造成工事着工）

平成１０年 　３月 ２号機工事計画届出（電気事業法第４８条）

〃 　６月 公有水面埋立免許取得
（埋立工事着工）

平成１１年 　４月 煙突工事着工

〃 　５月 発電所本館工事着工

〃 　７月 貯炭場着工

〃 １０月 埋立工事及びユーティリティバース竣工

平成１２年 　２月 タービン棟立柱

〃 ９月 貯炭場竣工

平成１３年 ６月 ２号ボイラモジュール搬入

〃 ７月 ２号ボイラ立柱

平成１４年 ２月 １号機営業運転開始

〃 １１月 ２号機初併入

平成１５年 ５月 ２号機営業運転開始

〃 １１月 全工事竣工予定

金武火力発電所に関する主な経緯


